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子どもの食事で困っていること（1歳以上、複数回答） 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

困っていることは特にない

早食い

食欲がない

食べ過ぎる

小食

口から出す*

ちらかし食い

よくかまない

食べるのに時間がかかる

むら食い

偏食する

遊び食い

昭和60年
平成7年
平成17年

％ 
平成17年度乳幼児栄養調査結果報告、厚生労働省、2006年6月、調査対象者2241名． 

*平成17年新規項目 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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普段の食事で心配なこと（複数回答） 

0 10 20 30 40 50 60

特に心配なことはない

その他

食が細い

朝食を食べないことがある

よく噛まないで食べる

好き嫌いが多い

食べる量にむらがある

落ち着いて食べない

9時前就寝
9時台就寝
10時以降就寝

％     第4回21世紀出生児縦断調査、厚生労働省統計情報部、2005年12月、 
   調査対象は平成13年に出生した約4万人、調査時の対象児3歳6か月、 
   就寝時間は第2回調査からの時間． 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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研究代表者 衛藤隆 平成23年3月 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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幼児健康度に関する継続的比較研究、平成22年度厚生労働科学研究費補助金  
成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業、研究代表者 衛藤隆 より作成 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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朝食の欠食率（1歳以上） 

厚生労働省健康局「平成21年 国民健康・栄養調査結果の概要」 2011. 
％ 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 



子どもと母親の朝食習慣 

平成17年度乳幼児栄養調査報告（平成18年、厚生労働省） 
調査対象：１～3歳児2247名、母親2714名． 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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末子が1歳未満の子どもの母親への調査 
26都道府県、218か所の市区町村で開催された、 
乳幼児健康診査（健診）、育児教室、離乳食講座などへの 
来室者のうち、末子が1歳未満の子どもの母親16,265名 

調査対象者 

調査方法・時期 

上記自治体の各会場にて対象者に調査票を配布し、回答後、 
その場で回収 
あるいは、郵送にて事前送付し、回答済の調査票を当日回収。 
平成19年10月～20年2月に実施 

・妊娠中の体重管理 
・妊娠期と授乳期の食生活の悩み 
・アルコール、たばこの摂取状況 
・葉酸の認知度 
・食事内容 
・出産後、食事に関して知りたいことなど 

調査内容 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 

堤ちはる他：妊産婦の食生活支援に関する研究（Ⅰ）－妊娠中および出産後の食生活の現状について－、 
 日本子ども家庭総合研究所紀要 第44集、93－122、平成19（2007）年度． 11 



朝食に菓子を摂取する者 

％ 

菓子のみ食べる 

菓子のみ食べる 

他のものと合わせて 
菓子を食べる 

他のものと合わせて 
菓子を食べる 

朝食を菓子だけですませる者 

堤ちはる他：妊産婦の食生活支援に関する研究（Ⅰ）－妊娠中および出産後の食生活の現状について－、 
 日本子ども家庭総合研究所紀要 第44集、93－122、平成19（2007）年度． 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 

（n＝16,265） 

（n＝1,690） 
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      幼児の保護者への調査 
               平成22年度こども未来財団の研究より 

調査方法 
  調査対象：全国国公立幼稚園園長会の都道府県会長、事務局、理事の 
  所属する111幼稚園、及び全国社会福祉協議会全国保育協議会に所属 
  する保育所から無作為に228施設を選び、調査協力依頼。 
  その内の47幼稚園、68保育所の年中児、年長児クラスに通う保護者 
  
調査方法：幼稚園、保育所を通じて自記式調査票を配布、回収 
  
調査時期：平成22年12月 
  
調査内容：生活する上で、及び子どもを育てるうえで優先順位が高いもの、 
       食生活の悩みの有無、サプリメント使用状況、水分補給等 
回収状況 
  回収率：回答数／協力施設に在籍する年中児、年長児数 
       幼稚園 2476名／3169名（回収率78.1％） 
       保育所 1711名／2755名（回収率62.1％）  

堤ちはる他：幼稚園・保育所の幼児と保護者の食生活に関する実態調査、平成22年度こども未来財団「児童関連サービス調査研究等事業」、 
幼児期の食の指針策定のための枠組みに関する調査研究、９－38、2011年３月． 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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幼児の母親が生活する上で 
優先順位が高いもの３つ  

％ 
堤ちはる他：幼稚園・保育所の幼児と保護者の食生活に関する実態調査、平成22年度こども未来財団「児童関連 
サービス調査研究等事業」、幼児期の食の指針策定のための枠組みに関する調査研究、９－38、2011年３月． 
調査対象：保育所・幼稚園の年中・年長児の母親4187名． 

日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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幼児の母親が子育てする上で 
優先順位が高いもの３つ  

％ 堤ちはる他：幼稚園・保育所の幼児と保護者の食生活に関する実態調査、平成22年度こども未来財団「児童関連 
サービス調査研究等事業」、幼児期の食の指針策定のための枠組みに関する調査研究、９－38、2011年３月． 
調査対象：保育所・幼稚園の年中・年長児の母親4187名． 

 
日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 
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幼児の母親の食生活にあてはまるもの 
                                              

％ 

堤ちはる他：幼稚園・保育所の幼児と保護者の食生活に関する実態調査、平成22年度こども未来財団「児童関連 
サービス調査研究等事業」、幼児期の食の指針策定のための枠組みに関する調査研究、９－38、2011年３月． 
調査対象：保育所・幼稚園の年中・年長児の母親4187名． 

 
日本子ども家庭総合研究所 堤ちはる 

約20％ 

約80％ 

約40％ 
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